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大正～昭和戦前期に「新官僚」として注目を集めた政治家
松本学の日記の翻刻版
昭和14年から昭和22年に貴族院の終焉を見届けるまでの９年間の日記

・内務省警保局長を最後に昭和９年に官歴を終えた松本は、貴族院議員（院内会派「研究会」）に。

・日中戦争を始めた近衛文麿や東条内閣に対してとりわけ厳しい目を向けた。

・日本文化中央連盟（文中連）を組織し、独自の文化運動を展開させていく。

「文化」運動の実践として、全村学校運動、建国体操運動に関与した。

・昭和20年5月23日深夜から翌朝にかけて松本宅も激しい空襲を受けたが、被災状況や懸命に消火活動

に当たる様子、空襲で逃げ惑う人々の姿を長文で綴っている。

・日記中にたびたび登場するテキヤとの関わりは松本の人脈でひときわ異彩

を放つ。

６月下旬 新刊搬入予定です 配本部数申込締切は ６月１１日（金） です

ＦＡＸ ０３－３８１３－４６１５

昭和十四年～
二十二年

松本 学
まつ も と が く

（1886-1974）

◎松本学とは

岡山県出身の内務官僚。静岡県知事、鹿児島県
知事、福岡県知事、内務省警保局長、貴族院議
員（勅撰・研究会所属）となり、戦後は中央警
察学校長、港湾協会会長、日本河川協会会長、
世界貿易センター会長などを歴任した。
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松本学日記（原本） 昭和20年8月15日
自宅で玉音放送を聞いた松本は、敗戦
の現実を受け入れるため、終日家に「蟄
居」し、「歴史上紀念すべき日なり」と
日記に記している。

松本学日記（原本）
昭和20年5月23日
この日の深夜から翌24日明
け方にかけて、松本の住む
荏原区は激しい空襲を受け
た。松本の日記には家族や
近所の人々と懸命に消火活
動を行う様子が記される。
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